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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

七
六

は
じ
め
に

　

筆
者
は
王
安
石
に
よ
る
人
物
評
価
を
、
墓
誌
銘
や
祭
文
を
採
り
上

げ
て
考
察
を
試
み
て
き
た
。
今
囘
は
王
安
石
が
家
族
に
對
し
て
記
し

た
墓
誌
銘
を
對
象
と
し
て
、
考
え
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
、
最
初
に
王
安
石
の
血
縁
關
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
下

に
示
す
の
は
王
安
石
の
略
系
圖
で
あ
る
。

　

王
安
石
の
一
族
は
、
太
原
の
出
身
で
、
五
代
の
戰
亂
の
頃
、
撫
州

の
臨
川
に
移
住
し
た
。
つ
ま
り
王
安
石
の
一
族
は
臨
川
累
世
の
古
家

で
は
な
か
っ
た
。
更
に
一
族
の
官
暦
も
淺
く
、
王
安
石
の
大
叔
父
で

あ
る
王
貫
之
が
一
族
最
初
の
科
擧
登
第
者
で
あ
る
。
王
安
石
の
政
敵

と
な
っ
た
司
馬
光
は
、
西
晉
の
司
馬
氏
と
い
う
名
家
出
身
で
あ
り
、

こ
の
點
に
お
い
て
も
二
人
は
對
照
的
で
あ
る
。
改
革
を
志
向
し
た
王

安
石
と
、
保
守
を
主
張
し
た
司
馬
光
と
の
對
立
は
、
こ
の
よ
う
な
出

王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘

栗　

田　

陽　

介
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王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘 

七
七

身
家
系
の
状
況
の
相
違
に
も
一
因
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

王
安
石
の
生
母
と
正
妻
は
呉
氏
の
出
身
で
あ
る
。
こ
の
呉
氏
を
通

じ
て
の
遠
い
姻
戚
に
曾
氏
が
お
り
、
こ
の
曾
氏
に
は
曾
鞏
や
曾
布
が

い
る
。

　

こ
の
系
圖
中
の
人
物
で
、
王
安
石
が
墓
誌
銘
を
記
し
た
の
は
、
大）

1
（

叔
父
の
王
貫
之
、
長
兄
の
王
安
仁
、
弟
の
王
安
國
、
妹
の
長
安
縣
君
、

夭
逝
し
た
娘
が
い
る
。
ま
た
、
墓
誌
銘
で
は
な
い
が
、
内
容
と
し
て

は
父
の
王
益
に
對
し
て
撰
し
た
「
先
大
夫
述
」、
外
祖
母
に
對
す
る

墓
表
も
こ
れ
に
含
め
て
よ
い
だ
ろ
う
。
血
縁
と
し
て
は
距
離
が
あ
る

が
、
曾
鞏
・
曾
布
の
祖
父
で
あ
る
曾
致
堯
と
、
二
人
の
父
で
あ
る
曾

易
占
、王
貫
之
の
子
で
あ
る
王
師
錫
に
撰
し
た
墓
誌
銘
も
遺
っ
て
る
。

　

今
囘
は
、
特
に
血
縁
の
近
い
人
物
へ
の
墓
誌
銘
に
対
象
を
絞
り
、

考
察
を
加
え
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、「
亡
兄
王
常
甫

墓
誌
銘
」、「
王
平
甫
墓
誌
」、「
長
安
縣
太
君
王
氏
墓
誌
」、「

女

墓
誌
銘
」
の
四
首
に
「
先
大
夫
述
」
を
加
え
た
計
五
首
を
採
り
上

げ
、
作
成
年
代
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
な
お
、
テ
キ
ス
ト
は

一
九
八
八
年
世
界
書
局
排
印
第
四
版 

中
國
文
學
名
著
『
王
臨
川
全

集
』
所
収
の
『
王
臨
川
集
』
を
用
い
た
。
卷
數
お
よ
び
頁
數
は
こ
の

テ
キ
ス
ト
に
據
っ
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
先
大
夫
述
（『
王
臨
川
集
』
卷
七
十
一
）

　

王
氏
、其
先
出
太
原
。
今
爲
撫
州
臨
川
人
。
不
知
始
所
以
徙
。

其
後
有
隱
君
子
某
。
生
某
。
以
子
故
贈
尚
書
職
方
員
外
郎
。
職

方
生
衞
尉
寺
丞
某
。
公
考
也
。

　

公
諱
某
。
始
字
捐
之
。
年
十
七
、
以
文
干
張
公
詠
、
張
公
奇

之
。
改
字
、
公
、
舜
良
。

　

祥
符
八
年
、
得
進
士
第
、
爲
建
安
主
簿
。
時
尚
少
。
縣
人
頗

易
之
。
既
數
月
、
皆
畏
翕
然
。
令
賴
以
治
。
嘗
疾
病
。
闔
縣
爲

禱
祠
。
縣
人
不
時
入
税
。
州
咎
縣
。
公
曰
、「
孔
目
吏
尚
不
時

入
税
。
貧
民
何
獨
爲
邪
。」
即
與
校
至
府
門
、
取
孔
目
吏
以
歸
、

杖
二
十
。
與
之
期
三
日
。
盡
期
、
民
之
税
亦
無
不
入
。
自
將
已

下
皆
側
目
。

　

爲
判
官
臨
江
軍
。
守
不
法
。
公
遇
事
輒
据
爭
之
以
故
事
。
一

政
吏
爲
文
書
謾
其
上
、
至
公
輒
閣
。
軍
有
蕭
灘
。
號
難
度
。
以

腐
船
度
輒
返
。
吏
呼
公
爲
「
判
官
灘
」
云
。
豪
吏
大
姓
、
至
相

與
出
錢
、
求
轉
運
使
、
下
吏
出
公
。
領
新
淦
縣
。
縣
大
治
。
今

三
十
年
。
吏
民
稱
説
如
公
在
。

　

改
大
理
寺
丞
、
知
廬
陵
縣
。
又
大
治
。
移
知
新
繁
縣
、
改
殿

中
丞
。
到
縣
、
條
宿
姦
數
人
上
府
、
流
惡
處
、
自
餘
一
以
恩
信

治
之
。
嘗
歴
歳
不
笞
一
人
。
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

七
八

　

知
韶
州
。
改
太
常
博
士
尚
書
屯
田
員
外
郎
。
夷
越
無
男
女
之

別
。
前
守
類
以
爲
俗
然
、
即
其
得
可
已
、
皆
弗
究
。
公
曰
、「
同

是
人
也
。
不
可
瀆
其
倫
。
夫
所
謂
因
其
俗
者
、
豈
謂
是
邪
。」

凡
有
萌
蘖
、
一
切

、
矜
窮
治
之
。
時
未
幾
、
男
女
之
行
于
市

者
、
不
敢
一
塗
。
胡
先
生
瑗
爲
「
政
範
」、
亦
掇
公
此
事
。

　

部
縣
翁
源
多
虎
、
公
敎
捕
之
。
民
言
「
虎
自
斃
者
五
。」
令

斷
虎
頭
、
輿
致
州
、
爲
頌
以
獻
。
公
麾
輿
者
出
、
以
頌
還
令
。

其
不
喜
怪
、
不
以
其
道
説
之
不
説
也
如
此
。

　

蜀
効
忠
士
屯
者
五
百
人
、
代
不
到
、
謀
叛
。
韶
小
州
、
即
有

變
無
所
可
枝
梧
。
佐
吏
始
殊
恐
、
公
不
爲
動
、
獨
捕
其
首
五
人
、

即
日
斷
流
之
、
護
出
之
界
上
。
劫
、
佐
吏
固
爭
請
付
獄
。
既
而

聞
其
徒
謀
、「
若
以
首
赴
獄
、
當
夜
劫
之
以
叛
。」
衆
乃
愈
服
。

公
完
營
驛
倉
庫
、
建
坊
道
、
隨
所
施
設
有
條
理
。
長
老
言
、「
自

嶺
海
服
朝
廷
、
爲
吾
置
州
守
、
未
有
賢
公
者
。」

　

丁
衞
尉
府
君
憂
、
服
除
、
通
判
江
寧
府
。
閲
兩
將
、
一
以
府

倚
公
辦
。
寳
元
二
年
二
月
二
十
三
日
、
以
疾
棄
諸
孤
官
下
。
享

年
四
十
六
。

　

公
於
忠
義
孝
友
、
非
勉
也
。
宦
游
常
奉
親
行
、
獨
西
川
。
以

遠
又
法
不
聽
。
在
新
繁
、
未
嘗
劇
飮
酒
。
歳
時
思
慕
、
哭
殊
悲
。

其
自
奉
如
甚
嗇
者
、
異
時
悉
所
有
又
貸
於
人
、
治
酒
食
、
須
以

娯
其
親
、無
秋
毫
愛
也
。
人
乃
或
以
爲
奢
。
居
未
嘗
怒
笞
子
弟
、

毎
置
酒
、
從
容
爲
陳
孝
悌
仁
義
之
本
・
古
今
存
亡
治
亂
之
所
以

然
、
甚
適
。
其
自
任
以
世
之
重
也
。
雖
人
望
公
則
亦
然
。
卒
之

官
不
充
其
材
、
以
天
。
嗚
呼
。
其
命
也
。

　

母
、謝
氏
。以
公
故
封
永
安
縣
君
。娶
某
氏
、封
長
壽
縣
君
。子
、

男
七
人
。
女
一
人
。
適
張
氏
、處
兩
人
。
將
以
某
月
日
葬
某
處
。

子
某
等
謹
撰
次
公
事
如
右
。
以
求
有
道
而
文
者
銘
焉
。
以
取
信

於
後
世
。

　

 　

王
氏
は
、
其
の
先 

太
原
に
出
づ
。
今
撫
州
臨
川
の
人
た

り
。始
め
て
徙
る
所
以
を
知
ら
ず
。其
の
後 

隱
君
子
某
有
り
。

某
を
生
む
。
子
の
故
を
以
て
尚
書
職
方
員
外
郎
を
贈
ら
る
。

職
方 

衞
尉
寺
丞
某
を
生
む
。
公
の
考
な
り
。

　

 　

公
、
諱
は
某
。
始
め
字
は
捐
之
。
年
十
七
に
し
て
、
文

を
以
て
張
公
詠
に
干
め
、
張
公 

之
を
奇
と
す
。
字
を
改
め
、

公
は
、
舜
良
た
り
。

　

 　

祥
符
八
年
、
進
士
の
第
を
得
、
建
安
主
簿
た
り
。
時
尚
ほ

少
し
。
縣
人
頗
る
之
を
易
る
。
既
に
し
て
數
月
、
皆
畏
れ
て

翕
然
た
り
。
令 

賴
り
て
以
て
治
め
し
む
。
嘗
て
疾
病
な
り
。

闔
縣
し
て
禱
祠
を
爲
る
。
縣
人 

税
を
入
る
る
に
時
あ
ら
ず
。

州 

縣
を
咎
む
。
公
曰
は
く
、「
孔
目
吏
尚
ほ
税
を
入
る
る
に

時
あ
ら
ず
。
貧
民
何
ぞ
獨
り
爲
さ
ん
や
」
と
。
即
ち
校
と
府

門
に
至
り
、
孔
目
吏
を
取
り
て
以
て
歸
り
、
杖
す
る
こ
と
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王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘 

七
九

二
十
。
之
に
期
三
日
を
與
ふ
。
期
を
盡
く
し
、
民
の
税
も
亦

た
入
れ
ざ
る
は
無
し
。
將
よ
り
已
下
皆
側
目
す
。

　

 　

判
官
臨
江
軍
た
り
。
守
は
不
法
な
り
。
公 

事
に
遇
へ
ば

輒
ち
之
を
据
爭
す
る
に
故
事
を
以
て
す
。
一
政
吏 

文
書
を

爲
り
て
其
の
上
を
謾
り
、
公
に
至
れ
ば
輒
ち
閣
く
。
軍
に
蕭

灘
有
り
。
難
度
と
號
す
。
腐
船
を
以
て
度
り
て
輒
ち
返
る
。

吏 

公
を
呼
び
て
「
判
官
灘
」
と
爲
す
と
云
ふ
。
豪
吏
大
姓
、

至
り
て
相
與
に
錢
を
出
だ
し
、
轉
運
使
に
求
め
、
下
吏 

公

を
出
だ
さ
ん
と
す
。
新
淦
縣
を
領
せ
し
む
。
縣
大
い
に
治
ま

る
。
今
三
十
年
。
吏
民
稱
説
す
る
こ
と
公
の
在
る
が
ご
と
し
。

　

 　

大
理
寺
丞
に
改
め
ら
れ
、
廬
陵
縣
に
知
た
り
。
又
大
い
に

治
ま
る
。
移
り
て
新
繁
縣
に
知
た
り
、殿
中
丞
に
改
め
ら
る
。

縣
に
到
り
、
宿
姦
數
人
を
條
し
て
府
に
上
り
、
惡
處
に
流
し
、

自
餘 

一
に
恩
信
を
以
て
之
を
治
む
。
嘗
て
歴
歳
し
て
一
人

も
笞
せ
ず
。

　

 　

韶
州
に
知
た
り
。
太
常
博
士
尚
書
屯
田
員
外
郎
に
改
め
ら

る
。
夷
越
は
男
女
の
別
無
し
。
前
守
は
類
ね
以
て
俗
然
と
爲

し
、即
ち
其
の
已
む
べ
き
を
得
る
も
、皆
究
め
ず
。公
曰
は
く
、

「
同
に
是
れ
人
な
り
。
其
の
倫
を
瀆
す
べ
か
ら
ず
。
夫
れ
所

謂
其
の
俗
に
因
る
者
は
、
豈
に
是
と
謂
は
ん
や
」
と
。
凡
そ

萌
蘖
有
れ
ば
、
一
切

し
、
矜
窮
し
て
之
を
治
む
。
時
未
だ

幾
な
ら
ず
し
て
、
男
女
の
市
を
行
く
者
、
敢
へ
て
塗
を
一
に

せ
ず
。
胡
先
生
瑗
「
政
範
」
を
爲
り
、
亦
た
公
の
此
の
事
を

掇
ふ
。

　

 　

部
縣
の
翁
源
に
虎
多
く
、公 

之
を
捕
へ
し
む
。民
言
ふ「
虎

自
ら
斃
る
る
者
五
」
と
。
虎
の
頭
を
斷
ち
、
輿
も
て
州
に
致

し
、頌
を
爲
し
て
以
て
獻
ぜ
し
む
。公 

輿
者
を
麾
し
て
出
で
、

頌
を
以
て
令
に
還
す
。
其
の
怪
を
喜
ば
ず
、
其
の
道
を
以
て

説
か
ざ
る
を
之
れ
説
ば
ざ
る
こ
と
此
く
の
ご
と
し
。

　

 　

蜀
の
効
忠
士 

屯
す
者
五
百
人
、
代 

到
ら
ず
し
て
、
謀
叛

す
。
韶
は
小
州
な
れ
ば
、
即
ち
變
有
る
も
枝
梧
す
べ
き
所
無

し
。
佐
吏
始
め
殊
に
恐
る
る
も
、
公 

爲
に
動
せ
ず
、
獨
り

其
の
首
五
人
を
捕
ら
へ
、
即
日
之
を
斷
流
し
、
護
し
て
之
を

界
上
に
出
だ
す
。
劫
、
佐
吏
固
よ
り
爭
ひ
て
獄
に
付
さ
ん
こ

と
を
請
ふ
。
既
に
し
て
其
の
徒
の
謀
を
聞
く
に
、「
若
し
首

を
以
て
獄
に
赴
か
し
む
れ
ば
、
當
夜
之
を
劫
し
て
以
て
叛
せ

ん
」
と
。
衆
乃
ち
愈
い
よ
服
す
。
公 

營
・
驛
・
倉
庫
を
完

う
し
、
坊
道
を
建
て
、
隨
所
に
施
設
す
る
に
條
理
有
り
。
長

老
言
ふ
、「
嶺
海
の
朝
廷
に
服
し
、
吾
が
爲
に
州
守
を
置
き

し
よ
り
、
未
だ
賢
公
の
ご
と
き
者
有
ら
ず
」
と
。

　

 　

衞
尉
府
君
の
憂
に
丁
り
、
服
除
か
れ
、
通
判
江
寧
府
た
り
。

兩
將
に
閲
し
、
一
に
府
を
以
て
公
に
倚
り
て
辦
ず
。
寳
元
二
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

八
〇

年
二
月
二
十
三
日
、
疾
を
以
て
諸
孤
を
官
下
に
棄
つ
。
享
年

四
十
六
。

　

 　

公
の
忠
義
孝
友
に
於
け
る
や
、
勉
め
て
す
る
に
非
ざ
る
な

り
。
宦
游
は
常
に
奉
じ
て
親
ら
行
き
、
獨
り
西
川
に
あ
り
。

以
て
遠
き
も
又
法
な
れ
ば
聽
か
ず
。
新
繁
に
在
り
て
は
、
未

だ
嘗
て
劇
し
く
は
酒
を
飮
ま
ず
。
歳
時
思
慕
し
て
、
哭
殊
に

悲
し
。
其
の
自
ら
奉
ず
る
こ
と
甚
だ
嗇
む
が
ご
と
き
者
、
異

時
悉
く
有
る
所
又
人
に
貸
し
、
酒
食
を
治
め
し
め
、
須
ふ
る

に
其
の
親
を
娯
し
ま
し
む
る
を
も
っ
て
せ
し
め
、
秋
毫
も
愛

む
無
き
な
り
。
人
乃
ち
或
い
は
以
て
奢
と
爲
す
。
居
り
て
は

未
だ
嘗
て
怒
り
て
子
弟
に
笞
せ
ず
、
毎
に
酒
を
置
き
、
從
容

と
し
て
孝
悌
仁
義
の
本
・
古
今
存
亡
治
亂
の
然
る
所
以
を
爲

陳
し
、
甚
だ
適
へ
り
。
其
の
自
ら
任
ず
る
に
世
の
重
き
を
以

て
す
る
な
り
。
人
の
公
に
望
む
と
雖
も
則
ち
亦
た
然
り
。
卒

の
官
其
の
材
に
充
て
ず
し
て
、
以
て
天
す
。
嗚
呼
。
其
れ
命

な
ら
ん
。

　

 　

母
は
、
謝
氏
。
公
の
故
を
以
て
永
安
縣
君
に
封
ぜ
ら
る
。

某
氏
を
娶
り
、
長
壽
縣
君
に
封
ぜ
ら
る
。
子
、
男
七
人
。
女

一
人
は
、
張
氏
に
適
し
、
處
る
も
の
兩
人
。
將
に
某
月
日
を

以
て
某
處
に
葬
る
。
子
某
等
謹
ん
で
公
の
事
を
撰
次
す
る
こ

と
右
の
ご
と
し
。以
て
道
有
り
て
文
な
る
者
を
求
め
て
銘
す
。

以
て
信
を
後
世
に
取
ら
ん
こ
と
を
。〔
前
掲
書
四
四
八
頁
〕

　

こ
の
作
品
は
仁
宗
の
慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
年
）
の
作
で
、
王
安

石
は
二
十
八
歳
、

県
の
知
事
で
あ
っ
た
。
王
益
が
卒
し
た
の
は
寶

元
二
年
（
一
〇
三
九
年
）、
王
安
石
十
九
歳
の
時
で
あ
っ
た
。
當
時

王
安
石
は
未
だ
官
途
に
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
王
益
に
對
す
る
墓
誌

銘
に
は
曾
鞏
の
「
尚）

2
（

書
都
官
員
外
郞
王
公
墓
誌
銘
」
が
あ
る
が
、
こ

こ
に
は
「
安
石
今
爲
大
理
評
事
、
知

縣
。
慶
暦
七
年
十
一
月
、
上

書
乞
告
葬
公
。
明
年
某
月
、
詔
曰
、『
可
』。（
安
石
は
今 

大
理
評
事

た
り
、

縣
に
知
た
り
。
慶
暦
七
年
十
一
月
、
上
書
し
て
公
を
葬
ら

ん
こ
と
を
告
げ
ん
と
乞
ふ
。
明
年
某
月
詔
あ
り
て
曰
は
く
、『
可
な

り
』
と
。）」
と
見
え
、
王
益
の
葬
儀
が
慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
年
）

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
る
。
沒
後
十
年
を
經
て
葬
儀
が
行
わ
れ
た
事
情

は
よ
く
分
ら
な
い
が
、
次
に
採
り
上
げ
る
「

女
墓
誌
銘
」
か
ら
、

王
安
石
の
女
で
あ
る
「

女
」
が
や
は
り
慶
暦
八
年
に
亡
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
あ
る
い
は
こ
の
女
の
死
と
關
係
が
あ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
曾
鞏
に
よ
る
墓
誌
銘
は
慶
暦
八
年
の

葬
儀
に
際
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
曾
鞏
に
よ
る
墓
誌
銘
に
、

「
其
將
葬
也
、
使
者
以
安
石
之
述
與
書
來
、
請
銘
。
遂
爲
之
銘
。（
其

の
將
に
葬
ら
ん
と
す
る
や
、
使
者 

安
石
の
述
と
書
と
を
以
て
來
り
、

銘
を
請
ふ
。
遂
に
之
が
銘
を
爲
る
。）」
と
あ
る
こ
と
か
ら
分
か
る
。

曾
鞏
に
よ
る
墓
誌
銘
は
、「
先
大
夫
述
」
に
據
っ
て
作
ら
れ
て
お
り
、
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王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘 

八
一

「
先
大
夫
述
」
は
曾
鞏
に
墓
誌
銘
を
撰
し
て
も
ら
う
た
め
の
ノ
ー
ト

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
慶
暦
八
年
の
葬
儀
の
爲
に
「
先

大
夫
述
」
が
作
ら
れ
た
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
な
お
、「
先
大
夫
述
」

は
、文
集
で
は
「
墓
誌
」
で
は
な
く
「
雜
著
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、

以
上
の
事
情
か
ら
今
回
の
小
論
で
も
採
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
「
先
大
夫
述
」
は
、
王
氏
の
來
歴
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
王
益
本
人

の
事
績
紹
介
へ
と
續
く
。
科
擧
に
登
第
し
、地
方
に
官
を
得
た
こ
と
、

實
績
を
遺
し
て
民
衆
に
慕
わ
れ
た
こ
と
、
江
寧
府
通
判
在
任
中
に
卒

し
た
こ
と
な
ど
が
、
樣
々
な
逸
話
と
と
も
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
次

に
王
益
の
性
格
に
つ
い
て
記
し
、
そ
の
死
の
早
い
こ
と
を
強
く
嘆
い

て
い
る
。末
尾
に
は
家
族
構
成
が
紹
介
さ
れ
て
文
が
結
ば
れ
て
い
る
。

銘
文
を
欠
く
も
の
の
、
全
体
の
構
成
か
ら
墓
誌
の
常
套
を
踏
ん
で
い

る
作
品
で
あ
る
と
言
え
る
。

二
、

女
墓
誌
銘
（『
王
臨
川
集
』
卷
一
百
）

　

女
者
、知

縣
事
臨
川
王
某
之
女
子
也
。
慶
暦
七
年
四
月
壬
戌
、

前
日
出
而
生
、
明
年
六
月
辛
巳
、
後
日
入
而
死
、
壬
午
日
出
葬
崇
法

院
之
西
北
。
吾
女
生
惠
異
甚
。
吾
固
疑
其
成
之
難
也
。
噫
。

　

女
は
、
知

縣
事
臨
川
王
某
の
女
子
な
り
。
慶
暦
七
年
四

月
壬
戌
、
日
の
出
づ
る
に
前
だ
ち
て
生
ま
れ
、
明
年
六
月
辛
巳
、

日
の
入
る
に
後
れ
て
死
し
、
壬
午
、
日
出
で
て
崇
法
院
の
西

北
に
葬
ら
る
。
吾
が
女 

生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
惠
異
甚
だ
し
。

吾
れ
固
に
其
の
成
の
難
き
を
疑
へ
り
。噫
。〔
前
掲
書
六
三
二
頁
〕

　

こ
の
作
品
は「
先
大
夫
述
」と
同
樣
、仁
宗
の
慶
暦
八
年（
一
〇
四
八

年
）
の
作
で
、王
安
石
は
二
十
八
歳
。

県
の
知
事
を
務
め
て
い
た
。

　

非
常
に
短
い
作
品
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
翌
年
に
他
界
し
た
娘
の
墓

誌
銘
で
あ
る
か
ら
、
當
然
經
歴
や
逸
話
な
ど
は
一
切
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。
生
年
月
日
と
、
他
界
し
た
年
月
日
、
そ
し
て
葬
儀
の
日
付
と

墓
所
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

　

文
の
特
徴
と
し
て
は
、「
前
日
出
而
生
」
と
「
後
日
入
而
死
」
と
「
日

出
葬
崇
法
院
之
西
北
」の
三
句
が
、日
の
運
行
を
用
い
た
對
應
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
愛
娘
を
日
に
喩
え
、日
出
と
日
沒
を
、

愛
娘
の
誕
生
と
逝
去
に
對
應
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
文
末
に
見

え
る
「
噫
」
の
一
字
と
と
も
に
、
娘
へ
の
愛
情
と
、
そ
の
死
へ
の
悲

嘆
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

三 

、亡
兄
王
常
甫
墓
誌
銘
（『
王
臨
川
集
』
卷
九
十
六
）

　

先
生
七
歳
好
學
、
毅
然
不
苟
戲
笑
。
讀
書
二
十
年
。
當
慶
暦

中
、
天
子
以
書
賜
州
縣
、
大
置
學
。
先
生
學
完
行
高
、
江
淮
閒

州
爭
欲
以
爲
師
。
所
留
、
輒
以
『
詩
』『
書
』『
禮
』『
易
』『
春
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八
二

秋
』
授
弟
子
、
慕
聞
來
者
、
往
往
千
餘
里
。
磨
礱
淬
濯
、
成
就

其
器
、
不
可
勝
數
。
而
先
生
始
以
進
士
下
科
補
宣
州
司
戸
、
至

三
月
、
轉
運
使
以
監
江
寧
府
鹽
院
。
又
三
月
卒
。
又
七
月
葬
。

則
卒
之
明
年
四
月
也
。
實
皇
祐
四
年
。
墓
在
先
君
東
南
五
歩
。

　

先
君
、
姓
王
氏
、
諱
益
。
官
世
行
治
既
有
銘
。
先
生
其
長
子
、

諱
安
仁
、
字
常
甫
。
年
三
十
七
、
生
兩
女
。

　

嗚
呼
、
先
生
之
道
德
、
蓄
於
身
而
施
於
家
、
不
博
見
於
天
下
。

文
章
名
於
世
、特
以
應
世
之
須
爾
、大
志
所
欲
論
著
。蓋
未
出
也
。

而
世
之
工
言
能
使
不
朽
者
、
又
知
先
生
莫
能
深
。
嗚
呼
、
先
生

之
所
存
、
其
卒
於
無
傳
耶
。

　

先
生
常
以
爲
、功
與
名
不
足
懷
。
蓋
亦
有
命
焉
。
君
子
之
學
、

盡
其
性
而
已
。
然
則
先
生
之
無
傳
、
蓋
不
憾
也
。
雖
然
、
先
生

孝
友
最
隆
。
委
百
世
之
重
、
而
無
所
屬
以
傳
。
有
母
有
弟
、
方

壯
而
奪
、
使
不
得
相
處
以
久
。
先
生
尚
有
知
、
其
無
窮
憂
矣
。

嗚
呼
、
以
往
而
推
存
。
痛
其
有
已
耶
。
痛
其
有
已
耶
。

　

先
生
有
文
十
五
卷
。
其
弟
既
次
以
藏
其
家
、
又
次
行
治
藏
於

墓
。
嗚
呼
、
酷
矣
。
極
矣
。
銘
止
矣
。
其
能
使
先
生
傳
耶
。

　

先
生
七
歳
に
し
て
學
を
好
み
、
毅
然
と
し
て
苟
に
戲
笑

せ
ず
。
讀
書
す
る
こ
と
二
十
年
。
慶
暦
中
に
當
た
り
、
天

子 

書
を
以
て
州
縣
に
賜
ひ
、
大
い
に
學
を
置
く
。
先
生
の

學
完
に
し
て
行
ひ
高
け
れ
ば
、
江
淮
の
閒
の
州 

爭
ひ
て
以

て
師
と
爲
さ
ん
と
欲
す
。
留
ま
る
所
、輒
ち『
詩
』『
書
』『
禮
』

『
易
』『
春
秋
』
を
以
て
弟
子
に
授
け
、慕
聞
し
て
來
た
る
者
、

往
往
に
し
て
千
餘
里
な
り
。
磨
礱
淬
濯
し
、
其
の
器
を
成

就
す
る
も
の
、
勝
げ
て
數
ふ
べ
か
ら
ず
。
而
し
て
先
生
始

め
進
士
下
科
を
以
て
宣
州
司
戸
に
補
せ
ら
れ
、
三
月
に
至

り
、
轉
運
使
に
し
て
以
て
監
江
寧
府
鹽
院
た
り
。
又
三
月

卒
す
。
又
七
月
葬
ら
る
。
則
ち
卒
の
明
年
四
月
な
り
。
實

に
皇
祐
四
年
。
墓
は
先
君
の
東
南
五
歩
に
在
り
。

　

先
君
、姓
は
王
氏
、諱
は
益
。
官
世
行
治
は
既
に
銘
有
り
。

先
生
は
其
の
長
子
に
し
て
、
諱
は
安
仁
、
字
は
常
甫
。
年

三
十
七
、
兩
女
を
生
む
。

　

嗚
呼
、
先
生
の
道
德
、
身
に
蓄
へ
て
家
に
施
す
も
、
天

下
に
博
見
せ
ず
。
文
章
は
世
に
名
あ
り
、
特
だ
應
世
の
須

を
以
て
す
る
の
み
に
し
て
、
大
い
に
欲
す
る
所
を
論
著
に

志
す
。
蓋
し
未
だ
出
だ
さ
ざ
る
な
り
。
而
れ
ど
も
世
の
言

に
工
に
し
て
能
く
不
朽
な
ら
し
む
る
者
、
又
先
生
の
能
く

深
に
す
る
莫
き
を
知
る
。
嗚
呼
、
先
生
の
所
存
、
其
れ
傳

ふ
る
無
き
に
卒
は
ら
ん
か
。
先
生
常
に
以
爲
へ
ら
く
、
功

と
名
と
は
懷
ふ
に
足
ら
ず
と
。
蓋
し
亦
た
命
有
る
な
ら
ん
。

君
子
の
學
は
、
其
の
性
を
盡
く
す
の
み
。
然
ら
ば
則
ち
先

生
の
傳
ふ
る
無
き
は
、
蓋
し
憾
み
ざ
る
な
ら
ん
。
然
り
と
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銘 

八
三

雖
も
、
先
生
の
孝
友
最
も
隆
し
。
百
世
の
重
き
を
委
ね
て
、

屬
し
て
以
て
傳
ふ
る
所
無
し
。
母
有
り
弟
有
り
、
壯
に
方

り
て
奪
は
れ
、
相
處
る
こ
と
以
て
久
し
う
す
る
を
得
ざ
ら

し
む
。
先
生
尚
ほ
知
る
有
り
、其
れ
窮
ま
り
無
き
憂
な
ら
ん
。

嗚
呼
、往
を
以
て
存
を
推
す
。
其
の
已
む
有
る
を
痛
ま
ん
か
。

其
の
已
む
有
る
を
痛
ま
ん
か
。

　

先
生
に
文
十
五
卷
有
り
。
其
の
弟
既
に
次
し
て
以
て
其

の
家
に
藏
し
、
又
次
行
し
て
墓
に
治
藏
す
。
嗚
呼
、
酷
な

る
か
な
。
極
な
る
か
な
。
銘
止
ま
る
。
其
れ
能
く
先
生
を

し
て
傳
へ
し
め
ん
や
。〔
前
掲
書
六
〇
五
頁
〕

　

こ
の
作
品
は
仁
宗
の
皇
祐
四
年
（
一
〇
五
二
年
）、
王
安
石

三
十
二
歳
の
作
。
王
安
石
は
舒
州
の
通
判
で
あ
っ
た
。
王
常
甫
は
、

王
安
石
の
長
兄
で
あ
る
王
安
仁
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
墓
誌
銘
の
構
成
は
、
王
安
仁
の
事
績
や
逸
話
の
紹
介
が
冒
頭

に
あ
り
、
續
い
て
家
族
關
係
の
説
明
、
そ
の
後
王
安
石
に
よ
る
評
語

が
述
べ
ら
れ
て
い
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
王
安
仁
が
、
官
途
に

就
い
て
閒
も
な
く
他
界
し
た
と
い
う
事
情
も
あ
り
、
王
安
仁
そ
の
人

の
事
績
に
關
す
る
情
報
量
は
少
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
稱
揚
し
て
い
る
焦

点
は
專
ら
學
問
に
置
か
れ
て
お
り
、
哀
惜
の
念
も
こ
の
點
に
多
く
當

て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
哀
惜
の
念
は
、「
嗚
呼
」「
先
生
之
所
存
、
其

卒
於
無
傳
耶
」「
蓋
亦
有
命
焉
」「
其
無
窮
憂
矣
」「
痛
其
有
已
耶
」「
酷

矣
。
極
矣
」
な
ど
と
強
い
表
現
に
よ
っ
て
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
お

り
、
非
常
に
強
い
悲
嘆
の
念
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、
王
平
甫
墓
誌
（『
臨
川
集
』
卷
九
十
一
）

　

君
臨
川
王
氏
。
諱
、
安
國
。
字
、
平
甫
。
贈
太
師
中
書
令
、
諱
、

明
之
曾
孫
。
贈
太
師
中
書
令
兼
尚
書
令
、
諱
、
用
之
之
孫
。
贈
太
師

中
書
令
兼
尚
書
令
康
國
公
、
諱
、
益
之
子
。

　

自
丱
角
未
嘗
從
人
受
學
、
操
筆
爲
戲
、
文
皆
成
理
。
年
十
二
、
出

其
所
爲
銘
・
詩
・
賦
・
論
數
十
篇
、
觀
者
驚
焉
。
自
是
、
遂
以
文
學

爲
一
時
賢
士
大
夫
譽
歎
。
蓋
於
書
無
所
不
該
、
於
詞
無
所
不
工
。
然

數
擧
進
士
不
售
、
擧
茂
才
異
等
。
有
司
考
其
所
獻
「
序
言
」
爲）

3
（

第

一
、
又
以
母
喪
不
試
。
君
孝
友
、
養
母
盡
力
。
喪
三
年
、
常
在
墓
側
。

出
血
和
墨
、
書
佛
經
甚
衆
。
州
上
其
行
義
、
不
報
。
今
上
即
位
、
近

臣
共
薦
君
材
卓
越
、
宜
特
見
招
選
。
爲
繕
書
其
「
序
言
」
以
獻
。
大

臣
亦
多
稱
之
。
手
詔
襃
異
、
召
試
賜
進
士
及
第
、
除
武
昌
軍
節
度
使

推
官
敎
授
西
京
國
子
。
未
幾
、
校
書
崇
文
院
特
改
著
作
左
郞
祕
書
閣

校
理
。
士
皆
以
謂
君
且
顯
矣
。
然
卒
不
偶
。
官
止
於
大
理
寺
丞
、
年

止
於
四
十
七
。
以
煕
寧
七
年
八
月
十
七
日
不
起
。
越
元
豐
三
年
四
月

二
十
七
日
、
葬
江
寧
府
鍾
山
母
楚
國
太
夫
人
墓
左
百
有
十
六
歩
。

　

有
文
集
六
十
卷
。
妻
、
曾
氏
。
子
、

・

。
女
壻
、
葉
濤
。
處
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四

者
四
女
。
濤
、
有
學
行
知
名
。

・

、
亦
皆
嶷
嶷
有
立
。
君
祉
所

施
、
庶
在
於
此
。

　

君
、
臨
川
の
王
氏
。
諱
は
、
安
國
。
字
は
、
平
甫
。
贈
太
師

中
書
令
、諱
は
、明
の
曾
孫
。
贈
太
師
中
書
令
兼
尚
書
令
、諱
は
、

用
之
の
孫
。贈
太
師
中
書
令
兼
尚
書
令
康
國
公
、諱
は
、益
の
子
。

　

丱
角
よ
り
未
だ
嘗
て
人
に
從
ひ
て
學
を
受
け
ざ
る
に
、
筆
を

操
り
て
戲
を
爲
せ
ば
、
文
皆
な
理
を
成
す
。
年
十
二
に
し
て
、

其
の
爲
る
所
の
銘
・
詩
・
賦
・
論
數
十
篇
を
出
だ
し
、
觀
る
者

驚
く
。
是
よ
り
、
遂
に
文
學
を
以
て
一
時
の
賢
士
大
夫
の
譽
歎

と
爲
る
。
蓋
し
書
に
於
い
て
該
ね
ざ
る
所
無
く
、
詞
に
於
い
て

工
な
ら
ざ
る
所
無
し
。
然
れ
ど
も
數
し
ば
進
士
に
擧
げ
ら
れ
ん

と
す
る
も
售
せ
ら
れ
ず
、
茂
才
異
等
に
擧
げ
ら
る
。
有
司 

其

の
獻
ず
る
所
の
「
序
言
」
を
考
し
て
第
一
と
爲
す
も
、
又
母
の

喪
を
以
て
試
せ
ず
。
君
孝
友
に
し
て
、
母
を
養
ふ
に
盡
力
す
。

喪
三
年
、
常
に
墓
の
側
に
在
り
。
血
を
出
し
て
墨
に
和
し
、
佛

經
を
書
す
る
こ
と
甚
だ
衆
し
。
州 

其
の
行
義
を
上
る
も
、
報

い
ず
。
今
上
即
位
す
る
や
、
近
臣
共
に
君
の
材 

卓
越
な
れ
ば
、

宜
し
く
特
に
招
選
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
薦
む
。
爲
に
其
の「
序
言
」

を
繕
書
し
て
以
て
獻
ず
。大
臣
も
亦
た
之
を
稱
す
る
こ
と
多
し
。

手
づ
か
ら
詔
し
て
異
な
り
と
襃
め
、
召
試
し
て
進
士
及
第
を
賜

ひ
、
武
昌
軍
節
度
使
推
官
敎
授
西
京
國
子
に
除
せ
ら
る
。
未
だ

幾
な
ら
ず
し
て
、
校
書
崇
文
院
特
改
著
作
左
郞
祕
書
閣
校
理
た

り
。
士
皆
以
て
君
且
に
顯
は
れ
ん
と
す
と
謂
ふ
。
然
れ
ど
も
卒

に
不
偶
。
官
は
大
理
寺
丞
に
止
ま
り
、年
は
四
十
七
に
止
ま
る
。

煕
寧
七
年
八
月
十
七
日
を
以
て
不
起
な
り
。
越
え
て
元
豐
三
年

四
月
二
十
七
日
、
江
寧
府
鍾
山
の
母
楚
國
太
夫
人
の
墓
左
百
有

十
六
歩
に
葬
ら
る
。

　

文
集
六
十
卷
有
り
。
妻
は
、
曾
氏
。
子
は
、

・

。
女
壻

は
、
葉
濤
。
處
る
者
四
女
。
濤
は
、
學
有
り
て
行
ひ
名
を
知
ら

る
。

・

も
、
亦
た
皆
嶷
嶷
と
し
て
立
つ
有
り
。
君
の
祉
の

施
す
所
、庶
は
く
は
此
に
在
ら
ん
こ
と
を
。〔
前
掲
書
五
七
八
頁
〕

　
「
王
平
甫
墓
誌
」
は
、
神
宗
の
元
豐
三
年
（
一
〇
八
〇
年
）
の

作
。
王
安
石
は
六
十
歳
。
江
寧
府
の
鍾
山
に
隱
棲
し
て
い
た
。
王
平

甫
は
王
安
石
の
弟
で
あ
る
王
安
國
の
こ
と
。
王
安
石
は
元
祐
元
年

（
一
〇
八
六
）
に
卒
し
て
お
り
、
元
豐
四
年
以
降
に
作
成
し
た
墓
誌

銘
は
一）

4
（

首
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
最
晩
年
の
墓
誌
銘
で
あ
る
と

言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

内
容
は
本
貫
及
び
祖
先
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
王
安
國
の
文
才
の

稱
揚
へ
と
續
く
。
科
擧
や
、
母
の
逝
去
に
伴
う
服
喪
の
逸
話
、
神
宗

に
文
章
を
認
め
ら
れ
て
登
用
さ
れ
た
が
、
官
に
就
い
て
閒
も
な
く
卒

し
た
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
る
。
末
尾
に
は
文
集
及
び
家
族
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
。
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王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘 

八
五

　

内
容
と
し
て
は
、
今
ま
で
見
て
き
た
墓
誌
銘
と
大
き
な
差
異
は
見

ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
筆
致
に
つ
い
て
は
他
の
作
品
と
比
べ
て
特
徴

が
見
え
る
。
先
に
見
た
王
安
仁
へ
の
墓
誌
銘
に
悲
嘆
の
念
を
表
す
直

接
的
な
表
現
が
多
用
さ
れ
て
い
た
の
比
べ
、
こ
の
作
品
に
は
そ
の
よ

う
な
表
現
が
見
ら
れ
な
い
。
客
觀
的
か
つ
冷
靜
な
筆
致
に
徹
し
て
い

る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
こ
の
點
に
關
し
て
は
、
後
に
詳
し
く
考

え
た
い
。五 

、長
安
縣
太
君
王
氏
墓
誌
（『
臨
川
集
』
卷
九
十
九
）

　

長
安
縣
太
君
臨
川
王
氏
、
尚
書
都
官
員
外
郎
贈
太
師
中
書
令
兼
尚

書
令
潭
國
公
、
諱
、
益
之
女
。
尚
書
左
丞
張
公
、
諱
、
若
谷
之
婦
。

尚
書
比
部
郎
中
、
諱
、
奎
之
妻
。
國
子
博
士

・
開
封
府
雍
丘
尉

之
母
。
十
四
而
嫁
、
五
十
一
而
老
、
五
十
六
而
卒
。
其
卒
在
潁
州
子

官
舎
。
實
元
豐
三
年
正
月
巳
酉
。

　

君
爲
婦
而
婦
、
爲
妻
而
妻
、
爲
母
而
母
、
爲
姑
而
姑
、
皆
可
譽
歎
、

莫
能
閒
毀
。
工
詩
善
書
、
強
記
博
聞
、
明
辨
敏
達
、
有
過
人
者
。
循

循
恭
謹
、
不
自
高
顯
。
晩
好
佛
書
、
亦
信
踐
之
。
衣
不
求
華
、
食
不

厭
蔬
。
慈
哀
所
使
、
不
治
小
過
。
欲
歸
歸
之
、
欲
嫁
嫁
之
。

　

君
二
女
、
長
不
慧
、
不
可
以
適
人
。
其
季
、
殿
中
丞
龔
原
妻
也
。

卜）
5
（

六
年
、
葬
江
州
德
化
縣
。
兄
安
石
爲
誌
如
此
。
弟
安
上
書
丹
。

　

長
安
縣
太
君
は
臨
川
の
王
氏
に
し
て
、
尚
書
都
官
員
外
郎
贈

太
師
中
書
令
兼
尚
書
令
潭
國
公
、
諱
は
、
益
の
女
。
尚
書
左
丞

張
公
、
諱
は
、
若
谷
の
婦
。
尚
書
比
部
郎
中
、
諱
は
、
奎
の
妻
。

國
子
博
士

・
開
封
府
雍
丘
尉

の
母
な
り
。
十
四
に
し
て
嫁

ぎ
、
五
十
一
に
し
て
老
い
、
五
十
六
に
し
て
卒
す
。
其
の
卒
す

る
こ
と
潁
州
の
子

の
官
舎
に
在
り
。
實
に
元
豐
三
年
正
月
巳

酉
な
り
。

　

君 

婦
と
爲
り
て
婦
た
り
、
妻
と
爲
り
て
妻
た
り
、
母
と
爲

り
て
母
た
り
、
姑
と
爲
り
て
姑
た
り
、
皆
譽
歎
す
べ
く
、
能
く

閒
毀
す
る
莫
し
。
詩
に
工
に
し
て
善
く
書
し
、
強
記
博
聞
に
し

て
、
明
辨
敏
達
、
人
に
過
ぐ
る
者
有
り
。
循
循
と
し
て
恭
謹
、

自
ら
は
高
顯
せ
ず
。
晩
は
佛
書
を
好
み
、亦
た
信
に
之
を
踐
む
。

衣
は
華
を
求
め
ず
、
食
は
蔬
を
厭
は
ず
。
慈
哀
の
使
ふ
所
、
小

過
を
治
め
ず
。
歸
が
ん
と
欲
し
て
之
に
歸
ぎ
、
嫁
せ
ん
と
欲
し

て
之
に
嫁
す
。

　

君
が
二
女
、
長
は
不
慧
な
れ
ば
、
以
て
人
に
適
ふ
べ
か
ら
ず
。

其
の
季
は
、
殿
中
丞
龔
原
の
妻
な
り
。
卜
す
る
こ
と
六
年
、
江

州
德
化
縣
に
葬
ら
る
。

　

兄
安
石 

誌
を
爲
る
こ
と
此
く
の
ご
と
し
。
弟
安
上
書
丹
す
。

〔
前
掲
書
六
二
八
頁
〕

　

こ
の
墓
誌
銘
の
繋
年
は
蔡
上
翔
の
『
王
荊
公
年
譜
考
略
』
に
記
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載
が
な
く
、
顧）

6
（

棟
高
『
王
荊
國
文
公
年
譜
』
に
從
っ
て
元
豐
三
年

（
一
〇
八
〇
年
）
と
し
て
お
く
。
こ
の
年
は
「
王
平
甫
墓
誌
」
が
作

成
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
長
安
縣
太
君
は
王
安
石
の
妹
で
、「
先
大

夫
述
」
に
、「
女
一
人
。
適
張
氏
。」
と
あ
る
人
物
を
指
す
。

　

こ
の
作
品
の
構
成
は
、
經
歴
紹
介
か
ら
始
ま
り
人
物
紹
介
・
家
族

構
成
へ
と
續
い
て
い
く
形
式
で
、
今
ま
で
見
て
き
た
他
の
墓
誌
銘
と

大
差
は
な
い
。
し
か
し
、
人
物
紹
介
の
箇
所
は
、
韻
律
が
非
常
に
緩

い
も
の
で
は
あ
る
も
の
の
、
四
言
句
で
構
成
さ
れ
た
韻
文
と
な
っ
て

お
り
、そ
の
點
で
特
徴
的
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。墓
誌
銘
に「
墓
誌
」

と
「
墓
銘
」
が
と
も
に
備
わ
っ
て
い
る
場
合
は
、
通
常
「
墓
誌
」
の

末
尾
に
「
銘
曰
」
と
あ
り
、
そ
の
後
に
「
墓
銘
」
が
續
く
の
が
一
般

的
で
あ
る
。「
長
安
縣
太
君
王
氏
墓
誌
」の
四
言
句
韻
文
の
箇
所
が「
墓

銘
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
構
成
は
例
外
的
な
も
の
で
あ
る

と
言
え
る
。

　

文
體
と
し
て
は
、「
王
平
甫
墓
誌
」
と
同
樣
に
直
接
的
に
悲
嘆
の

念
を
述
べ
る
表
現
は
見
當
た
ら
ず
、
や
は
り
冷
靜
な
筆
致
で
仕
上
げ

ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

六
、
王
平
甫
墓
誌
に
見
え
る
「
冷
靜
」

　

以
上
、
五
首
の
墓
誌
銘
を
見
て
き
た
。
こ
の
中
で
注
目
し
た
い
の

は
、「
王
平
甫
墓
誌
」
と
「
長
安
縣
太
君
王
氏
墓
誌
」
の
二
首
で
あ

る
。
こ
の
二
首
は
他
の
三
首
と
比
し
て
、
死
者
に
對
す
る
直
接
的
な

悲
嘆
の
表
現
が
見
當
ら
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
點
に
關
し

て
、
先
ず
「
王
平
甫
墓
誌
」
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
『
宋）

7
（

史
』
所
載
の
「
王
安
國
傳
」
に
は
、
王
安
國
が
神
宗
の
諮
問

に
應
え
て
王
安
石
の
政
策
を
批
判
す
る
逸
話
が
採
録
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
王
安
國
が
數
々
王
安
石
を
諫
め
、
曾
布
や
呂
惠
卿
と
い
っ
た

新
法
推
進
派
の
人
物
を
批
判
し
て
い
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
王
平
甫
墓
誌
」
に
悲
嘆
の
表
現
が
見
え
な
い
の
は
「
薄
情
」

で
あ
る
と
し
、「
薄
情
」
な
文
章
を
作
っ
た
の
は
、
王
安
國
が
新
法

を
批
判
し
た
こ
と
に
對
す
る
意
趣
返
し
で
あ
る
と
す
る
主
張
が
あ

る
。
湯）

8
（

江
浩
氏
は
『
北
宋
臨
川
王
氏
家
族
及
文
學
考
論
』
で
、
王
安

石
と
王
安
國
の
交
往
は
十
分
に
親
密
な
も
の
で
、「
薄
情
」
と
す
る

に
は
あ
た
ら
な
い
と
反
論
し
て
い
る
が
、
以
下
の
理
由
か
ら
、
私
も

「
王
平
甫
墓
誌
」
は
「
薄
情
」
で
は
な
く
、
寧
ろ
「
冷
靜
」
で
あ
る

と
考
え
る
。

　

第
一
に
、
王
安
石
と
王
安
國
の
交
往
が
、
政
治
的
見
解
の
相
違
を

原
因
と
し
て
減
少
し
て
い
た
よ
う
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
擧
げ
ら

れ
る
。『
宋
史
』
に
見
え
る
逸
話
の
後
も
、
詩
文
の
遣
り
取
り
は
續

い
て
い
る
の
が
そ
の
證
左
と
な
る
。
よ
っ
て
、「
王
平
甫
墓
誌
」
か

ら
敢
て
惡
感
情
を
讀
み
取
る
必
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘 

八
七

　

第
二
に
、
王
安
石
は
政
治
的
立
場
の
對
立
を
理
由
と
し
て
交
往
を

絶
つ
人
物
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
特
に
鍾
山
隱
棲
後

は
、
舊
法
党
の
人
物
と
の
交
往
が
數
々
あ
る
。
一
例
を
擧
げ
れ
ば
、

蘇
軾
は
流
謫
先
の
黄
州
か
ら
上
京
す
る
途
次
、
江
寧
に
立
ち
寄
っ
て

王
安
石
を
訪
問
し
、
詩
の
應
酬
も
行
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
王
安

國
に
對
し
て
も
、
新
法
に
反
對
し
た
こ
と
を
理
由
に
惡
意
を
持
ち
續

け
た
と
は
考
え
難
い
。

　

第
三
に
、「
長
安
縣
太
君
王
氏
墓
誌
」
の
存
在
が
あ
る
。
先
に
觸

れ
た
よ
う
に
、
こ
の
作
品
も
「
王
平
甫
墓
誌
」
と
同
樣
に
悲
嘆
を
表

す
直
接
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
王
安
石
と
そ
の
妹
で
あ

る
長
安
縣
君
は
仲
の
良
い
兄
妹
で
あ
り
、
妹
に
贈
っ
た
詩
文
も
多
く

遺
さ
れ
て
い
る
。
長
安
縣
君
の
思
想
や
政
治
的
見
解
を
探
る
手
立
て

は
無
い
が
、
王
安
石
の
家
族
が
新
法
に
強
く
反
對
し
て
い
れ
ば
、
新

法
反
對
派
が
採
り
上
げ
る
は
ず
だ
と
考
え
れ
ば
、
取
り
敢
え
ず
、
長

安
縣
君
は
新
法
に
關
し
て
否
定
的
で
あ
っ
た
と
い
う
事
實
は
無
か
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、「
王
平
甫
墓
誌
」

だ
け
「
薄
情
」
と
捉
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

お
わ
り
に

　

以
上
の
理
由
か
ら
、「
王
平
甫
墓
誌
」
も
「
長
安
縣
太
君
王
氏
墓
誌
」

も
、
意
圖
的
に
「
冷
靜
」
な
筆
致
を
も
っ
て
書
き
上
げ
ら
れ
た
と
見

た
い
。
そ
の
意
圖
を
考
察
す
る
に
當
っ
て
は
、
ひ
と
ま
ず
、
吉）

9
（

川
幸

次
郎
博
士
が
『
宋
詩
概
説
』
の
中
で
宋
詩
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
た
「
悲
哀
の
止
揚
」
を
援
用
し
た
い
。
吉
川
博
士
は
以
下
の
よ
う

に
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　

詩
が
哲
学
を
語
り
た
が
り
、
人
閒
と
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
世

界
の
状
態
を
、
大
き
く
把
握
し
て
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ

と
も
巨
視
的
な
態
度
で
あ
る
。
巨
視
は
、
人
生
の
見
方
に
つ
い

て
新
し
い
態
度
を
生
ん
だ
。（
中
略
）新
し
い
人
生
の
見
方
と
は
、

多
角
な
巨
視
に
よ
る
悲
哀
の
止
揚
で
あ
る
。
人
生
は
悲
哀
に
の

み
は
滿
た
な
い
と
す
る
態
度
を
、
そ
れ
は
底
辺
と
し
て
は
じ
ま

る
。（
三
四
頁
）

　

人
生
を
長
い
持
続
と
見
る
。
長
い
人
生
に
対
す
る
多
角
な
顧

慮
が
あ
る
。巨
視
が
あ
る
。目
は
、詩
の
生
ま
れ
る
瞬
閒
ば
か
り
、

釘
づ
け
に
な
ら
な
い
。
ま
た
対
象
の
頂
点
ば
か
り
を
見
つ
め
な

い
。
ひ
ろ
く
周
囲
を
見
わ
た
す
。
故
に
平
靜
で
あ
る
。
あ
る
い

は
冷
静
で
あ
る
。少
な
く
と
も
そ
れ
を
地
色
と
す
る
。（
四
五
頁
）

　

平
靜
の
地
色
の
上
に
、
新
し
い
觀
察
と
、
觀
察
に
も
と
づ
く

哲
学
が
、
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
四
六
頁
）

　

平
靜
の
う
ら
に
ひ
そ
む
靜
か
な
熱
情
、
そ
れ
は
宋
詩
一
般
の

性
質
で
あ
り
、「
宋
詩
の
渋
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
し
ぶ
さ
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

八
八

で
あ
っ
て
、
甘
さ
で
は
な
い
。
少
な
く
と
も
す
ぐ
感
ぜ
ら
れ
る

甘
さ
で
は
な
い
。（
五
二
頁
）

　

悲
哀
は
い
か
に
も
人
生
の
い
た
る
と
こ
ろ
あ
る
。
し
か
し
人

生
は
そ
れ
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
悲
哀
が
あ

れ
ば
歡
喜
が
あ
り
、
あ
ざ
な
え
る
繩
の
如
き
で
あ
る
の
が
、
人

生
で
は
な
い
か
。
悲
哀
に
の
み
没
入
す
る
の
は
、
愚
で
あ
る
。

更
に
ま
た
一
歩
を
す
す
め
て
は
、
次
の
如
く
考
え
る
。
そ
も
そ

も
常
識
が
不
幸
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
悲
哀
を
う
む
と
こ
ろ
の

も
の
が
、
果
た
し
て
不
幸
で
あ
る
か
ど
う
か
。
多
角
な
巨
視
的

な
目
で
見
直
す
こ
と
が
、
必
要
で
な
い
か
。（
一
三
四
頁
）

　

以
上
は
宋
詩
の
性
質
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
ひ

と
ま
ず
王
安
石
が
「
冷
靜
」
な
筆
致
を
用
い
た
理
由
の
分
析
に
援
用

し
た
い
。
王
安
石
は
弟
と
妹
の
死
に
對
す
る
悲
嘆
の
念
を
「
止
揚
」

し
た
。
そ
の
一
方
で
業
績
や
逸
話
・
美
點
を
陳
列
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、死
者
の
人
生
の
有
意
義
さ
に
讀
者
の
視
線
を
向
け
さ
せ
て
い
る
。

死
は
悲
し
い
に
は
違
い
な
い
が
、
死
者
の
人
生
は
悲
し
み
の
み
で
総

括
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
よ
り
も
こ
の
人
の
人
生
の
素
晴
ら

し
か
っ
た
部
分
を
こ
そ
後
世
に
訴
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
意
圖
を
讀

み
取
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
囘
見
た
五
首
の
墓
誌
銘
は
、
制
作
年
代
を
見
る
と
、
前
半
三
首

が
二
十
四
歳
か
ら
三
十
二
歳
の
閒
に
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
當
時
の

王
安
石
は
地
方
官
を
歴
任
し
て
、
中
央
で
の
活
躍
の
爲
に
準
備
を
進

め
て
い
た
、
言
わ
ば
氣
鋭
の
年
代
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
と

し
て
採
り
上
げ
た
二
首
は
、
政
界
を
引
退
し
て
江
寧
に
隱
棲
し
て
い

た
時
期
の
作
品
で
あ
る
。
こ
の
言
わ
ば
空
白
の
時
期
に
、
文
體
が
變

化
し
て
「
悲
哀
の
止
揚
」
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

王
安
石
の
晩
年
の
文
章
に
「
悲
哀
の
止
揚
」
が
認
め
ら
れ
る
か
。

認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
時
期
に
變
化
し
て
い
っ
た
の
か
。
こ

の
二
點
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず
こ
の
稿
を
終
え
る
こ
と

に
す
る
。

注（
1
） 　

王
貫
之
…
「
主
客
郎
中
知
興
元
王
公
墓
誌
銘
」（
卷
九
十
六
、
前
掲
書

六
〇
五
頁
）

　
　
　

外
祖
母
…
「
外
祖
母
黄
夫
人
墓
表
」（
卷
九
十
、
前
掲
書
五
七
三
頁
）

　
　

 　

曾
致
堯
…
「
戸
部
郎
中
贈
諫
議
大
夫
曾
公
墓
誌
銘
」（
卷
九
十
二
、
前
掲

書
五
八
〇
頁
）

　
　
　

曾
易
占
…
「
太
常
博
士
曾
公
墓
誌
銘
」（
卷
九
十
三
、前
掲
書
五
八
六
頁
）

　
　
　

王
師
錫
…
「
叔
父
臨
川
王
君
墓
誌
銘
」（
卷
九
十
三
、前
掲
書
五
八
九
頁
）

（
2
） 　
『
曾
鞏
集
』
卷
四
十
四
（
一
九
九
八
年
中
華
書
局
排
印
第
二
版
『
曾
鞏
集
』

五
九
八
頁
）
原
文
は
以
下
の
通
り
。
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王
安
石
に
お
け
る
家
族
へ
の
墓
誌
銘 

八
九

　
　

 　

王
氏
其
先
太
原
人
。世
久
遷
徙
、而
今
家
撫
州
之
臨
川
。公
諱
益
。字
舜
良
。

曾
祖
諱
某
。
不
仕
。
祖
諱
某
。
以
子
故
、
贈
尚
書
職
方
員
外
郎
。
考
諱
某
。

以
公
故
、
即
其
家
、
拜
衛
尉
寺
丞
。

　
　

 　

公
祥
符
八
年
擧
進
士
及
第
。
初
爲
建
安
主
簿
。
時
尚
少
、
縣
人
頗
易
之
、

及
觀
公
所
爲
、
乃
皆
大
畏
。
服
其
督
賦
、
税
未
嘗
急
貧
民
。
或
有
所
笞
罰
、

唯
豪
劇
吏
耳
。
以
故
建
安
人
尤
愛
之
。
嘗
病
、
闔
縣
爲
祠
禱
。
改
臨
江
軍

判
官
。
軍
多
諸
豪
大
姓
之
家
、以
財
力
自
肆
、而
二
千
石
亦
有
所
挾
爲
不
法
、

吏
乘
其
然
、
乾
没
無
所
忌
。
公
至
、
以
義
折
正
二
千
石
、
使
不
能
有
所
縱
、

以
明
憚
吏
、
使
不
敢
動

。
居
頃
之
、
部
中
肅
然
。
諸
豪
大
吏
見
公
皆
側

目
而
視
、
至
以
鄙
言
目
公
曰
、「
是
不
可
欺
也
。」
卒
不
得
已
、
以
他
計
出
公
。

領
新
淦
縣
、
縣
以
治
聞
。
去
改
大
理
寺
丞
、
知
廬
陵
縣
。
又
改
殿
中
丞
、

知
新
繁
縣
。
縣
有
宿
奸
數
人
、
公
既
繩
以
法
、
其
餘
一
以
恩
信
遇
之
、
嘗

踰
月
不
笞
一
人
。
還
知
韶
州
、
改
太
常
博
士
尚
書
屯
田
員
外
郎
。
嶺
以
南

素
習
於
夷
、
無
男
女
之
別
。
日
浸
月
滋
、
爲
吏
者
師
耳
目
、
謂
俗
止
如
此
。

凡
姦
事
雖
得
、
有
可
已
者
、
皆
不
究
。
公
曰
、「
夫
所
謂
因
其
俗
者
、
豈
謂

是
邪
。」
居
郡
、
求
姦
事
最
急
。
苟
有
萌
蘖
、
一
切
摘
發
窮
治
之
。
屬
縣
翁

源
多
虎
、
公
敎
捕
之
。
令
欲
媚
公
、
言
虎
自
死
者
五
、
輿
之
致
州
、
爲
頌

以
獻
。
公
使
歸
之
曰
、「
政
在
德
不
在
異
。」
州
有
屯
兵
五
百
人
、
代
者
久

不
至
、
欲
謀
爲
變
。
事
覺
、
一
郡
皆
駭
。
公
不
爲
動
、
獨
取
其
首
五
人
、

即
日
斷
流
之
。
或
請
以
付
獄
、公
不
聽
。
既
而
聞
其
徒
曰
、「
若
五
人
者
繫
獄
、

當
夜
劫
之
。」
然
後
衆
乃
服
。
韶
居
南
方
、雖
小
州
、然
獄
訟
最
多
、號
難
治
。

公
既
以
才
能
治
之
有
餘
、
遂
以
無
事
。
又
因
民
之
暇
時
、
爲
之
理
營
驛
、

表
坊
市
道
巷
、
使
皆
可
以
久
遠
爲
後
利
。
歸
丁
衛
尉
府
君
憂
。
服
除
、
通

判
江
寧
府
。
改
都
官
員
外
郎
。
二
千
石
常
以
事
倚
公
、
公
亦
爲
之
盡
。
寳

元
元
年
二
月
二
十
三
日
、
以
疾
卒
於
官
。
享
年
四
十
六
。

　
　

 　

母
謝
氏
、
封
永
安
縣
君
。
娶
徐
氏
、
又
娶
呉
氏
。
封
長

縣
君
。
子
男

七
人
。
曰
安
仁
、
曰
安
道
、
曰
安
石
、
曰
安
國
、
曰
安
世
、
曰
安
禮
、
曰

安
上
。
女
一
人
。
嫁
張
氏
。
處
者
三
人
。
安
石
今
爲
大
理
評
事
、
知

縣
。

慶
歴
七
年
十
一
月
上
書
乞
告
葬
公
。
明
年
某
月
、
詔
曰
、「
可
。」
遂
以
某

月
某
日
、
與
其
昆
弟
奉
公
之
喪
、
葬
江
寧
府
之
某
縣
某
處
。

　
　

 　

吾
嘗
聞

里
長
老
言
、
公
爲
人

儻
有
大
志
。
在
外
當
事
輒
可
否
、
矯

矯
不
可
撓
。
及
退
歸
其
家
、
歛
色
下
氣
、
致
孝
於
父
母
、
致
愛
於
族
人
之
閒
。

委
曲
順
承
、
一
以
恩
自
克
。
位
不
滿
其
意
、
故
在
外
之
所
施
用
者
、
見
於

小
而
已
。
今
吾
所
書
是
也
、其
大
可
知
。
則
家
行
最
篤
已
、先
人
嘗
從
公
遊
、

其
言
亦
然
。
而
吾
又
與
安
石
友
。
故
得
知
公
事
最
詳
。
其
將
葬
也
、
使
者

以
安
石
之
述
與
書
來
、
請
銘
。
遂
爲
之
銘
。
其
尤
可
哀
者
也
。
銘
曰
、

　
　

 　

公
堂
有
母
、老
不
覺
衰
。
公
庭
有
子
、仁
孝
而
才
。
世
所
可
喜
、公
兩
棄
之
。

莫
不
皆
死
、
公
有
餘
悲
。

（
3
） 　

テ
キ
ス
ト
は
「
爲
」
字
を
欠
く
。『
王
文
公
文
集
』
卷
八
十
八
（
一
九
七
四

年
上
海
人
民
文
學
出
版
社
『
王
文
公
文
集
』
九
三
七
頁
）
に
從
っ
た
。

（
4
） 　

元
豐
八
年
（
一
〇
八
五
年
）
に
「
呉
録
事
墓
誌
」（
卷
九
十
八
、
前
掲
書

六
二
三
頁
）
が
あ
る
。
こ
れ
が
現
存
す
る
中
で
は
最
後
の
墓
誌
銘
で
あ
る
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國
學
院
中
國
學
會
報　

第
六
十
二
輯 

九
〇

と
思
わ
れ
る
。

（
5
） 　

テ
キ
ス
ト
は
「
卜
」
を
「
十
」
に
作
る
。
李
之
亮
氏
の
箋
注
（
二
〇
〇
五

年
巴
蜀
書
社
排
印
『
王
荊
公
文
集
箋
注
』
卷
六
十
二
、二
一
二
〇
頁
）
を
參

照
し
、
四
庫
全
書
本
に
從
っ
た
。
長
安
縣
君
の
葬
儀
が
元
豐
三
年
だ
っ
た

と
す
る
と
、長
安
縣
君
は
そ
の
十
六
年
前
、す
な
わ
ち
治
平
元
年（
一
〇
六
四

年
）
に
逝
去
し
た
こ
と
に
な
る
。
治
平
元
年
に
は
王
安
石
は
四
十
四
歳
で

あ
る
か
ら
、
本
文
に
見
え
る
「
五
十
六
而
卒
」
に
矛
盾
す
る
。

（
6
） 　

顧
棟
高
『
王
荊
國
文
公
年
譜
』
卷
下
（
一
九
九
四
年
中
華
書
局
排
印
『
王

安
石
年
譜
三
種
』
一
一
三
頁
）

（
7
） 　
『
宋
史
』
卷
三
百
二
十
七
列
傳
第
八
十
六
（
一
九
七
七
年
中
華
書
局
排
印

『
宋
史
』
一
〇
五
五
七
頁
）
に
、

　
　

 　
（
神
宗
）
又
問
、「
卿
兄
秉
政
、
外
論
謂
何
。」
曰
、「
恨
知
人
不
明
、
聚

斂
太
急
爾
。」 

帝
默
然
不
悅
、
由
是
別
無
恩
命
、
止
授
崇
文
院
校
書
、
後
改

祕
閣
校
理
。
屢
以
新
法
力
諫
安
石
。
又
質
責
曾
布
誤
其
兄
、
深
惡
呂
惠
卿

之
姦
。

　
　
　

と
見
え
る
。

（
8
） 　

湯
江
浩
『
北
宋
臨
川
王
氏
家
族
及
文
学
考
論
』
第
二
章
「
王
安
石
諸
兄

弟
生
平
・
仕
歴
・
文
學
及
學
術
」
第
三
節
「
王
安
國
與
王
安
世
」（
二
〇
〇
五

年
人
民
文
學
出
版
社
排
印
）
に
見
え
る
。
な
お
、「
王
平
甫
墓
誌
」
へ
の
批

判
に
つ
い
て
は
蔡
上
翔
も
『
王
荊
公
年
譜
考
略
』
の
中
で
言
及
し
て
反
論

し
て
い
る
。（
卷
二
十
一
、
前
掲
『
王
安
石
年
譜
三
種
』
五
三
八
頁
。）

（
9
） 　

吉
川
幸
次
郎
著 

昭
和
四
十
八
年
岩
波
書
店
刊
行
第
十
一
版
『
中
國
詩
人

選
集
二
集　

宋
詩
概
説
』。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕　

王
安
石
、
墓
誌
銘
、
王
安
國
、
長
安
縣
君
、
悲
哀
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